
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2019年２月13日

【四半期会計期間】 第21期第３四半期(自 2018年10月１日 至 2018年12月31日)

【会社名】 株式会社 テイクアンドギヴ・ニーズ

【英訳名】 TAKE AND GIVE．NEEDS Co.，Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　岩瀬　賢治

【本店の所在の場所】 東京都品川区東品川二丁目３番12号

【電話番号】 03-3471-6806

【事務連絡者氏名】 取締役 谷田 昌広

【最寄りの連絡場所】 東京都品川区東品川二丁目３番12号

【電話番号】 03-3471-6806

【事務連絡者氏名】 取締役 谷田 昌広

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

 ※　「2019年３月期　第２四半期連結会計期間」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。

 

EDINET提出書類

株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ(E05248)

四半期報告書

 1/16



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第20期

第３四半期
連結累計期間

第21期
第３四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自 2017年４月１日
至 2017年12月31日

自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2017年４月１日
至 2018年３月31日

売上高 (百万円) 48,494 50,144 64,590

経常利益 (百万円) 1,871 3,603 2,489

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 814 2,287 888

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 750 2,250 852

純資産額 (百万円) 21,034 23,197 21,136

総資産額 (百万円) 55,787 55,975 56,025

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 62.84 176.63 68.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.4 41.1 37.3
 

 

回次
第20期

第３四半期
連結会計期間

第21期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2017年10月１日
至 2017年12月31日

自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 60.01 86.70
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 なお、2018年４月１日付けで、当社は連結子会社であった株式会社ブライズワードを吸収合併いたしました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

 

（１） 業績の状況

「人の心を、人生を豊かにする」を企業理念として掲げる当社グループは、挙式披露宴会場を「一軒家貸切」と

し、「一顧客一担当制」という独自の仕組みによって、一組のお客様のために最高の１日を創り上げる「オリジナ

ルウェディング」にこだわった、クオリティ重視型のハウスウェディング事業を展開しております。

　当第３四半期連結累計期間におきましては、国内ウェディング事業、海外・リゾートウェディング事業共に上期

の自然災害に伴う修繕などの影響を受けたものの、概ね計画通りに進捗いたしました。

前年オープンいたしましたＴＲＵＮＫ（ＨＯＴＥＬ）が引き続き好調であり、国内ハウスウェディング事業は店舗

リニューアルの効果により取扱組数が増加し、堅調に推移しています。海外・リゾートウェディング事業は、沖縄

の瀬良垣島、宮古島で合計３店舗のオープンが決定し、受注は堅調に推移しています。更なるシェア拡大のため、

国内販売網を強化すべく、直営サロン新規出店に向けた開発に取り組みはじめました。今春には、新宿本店の拡

張、中四国初となる広島店をオープンいたします。また、アジアで人気エリアのプーケットに３拠点同時オープン

により、アジアの顧客獲得を強化しています。

以上の結果、売上高501億44百万円（前年同四半期比3.4％増）営業利益38億62百万円（前年同四半期比81.2％

増）、経常利益36億３百万円（前年同四半期比92.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益22億87百万円（前

年同四半期比181.0％増）となりました。

 

　　なお、事業別の状況は以下のとおりです。

 

　　①国内ウェディング事業

当社グループの主力事業である国内ウェディング事業におきましては、直営店での取扱組数は顧客ニーズを汲み

とったチャペルやバンケットのリニューアルを行い、新たな顧客の獲得につながり、前年同四半期と比較して433組

増加となりました。一方で挙式参加者数の減少により挙式単価は下落いたしました。また、内製化が順調に進捗

し、売上総利益率は引き続き改善しています。前期に開業をしたＴＲＵＮＫ（ＨＯＴＥＬ）が好調に推移したこと

もあり、売上高413億76百万円（前年同四半期比3.6%増）、営業利益52億33百万円（前年同四半期比49.0%増）とな

りました。

 

　　②海外・リゾートウェディング事業

海外・リゾートウェディング事業におきましては、拠点数増加により、ハワイ、沖縄の受注が好調に推移したこと

で、取扱組数は3.3%増となりました。一方で費用面では、来期の成長に向けた投資として、沖縄、プーケットでの

新店開業費用の一部が発生したことにより、売上高76億27百万円（前年同四半期比5.1%増）、営業利益39百万円

（前年同四半期は36百万円の損失）となりました。

 

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４） 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,912,000

計 24,912,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 13,059,330 13,059,330
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株で
あります。

計 13,059,330 13,059,330 ― ―

 

 

（２） 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2018年10月１日～
2018年12月31日

― 13,059,330 ― 5,264 ― 5,210
 

 

（５） 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６） 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(2018年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

   2018年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 107,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,800,400
 

 128,004 ―

単元未満株式 普通株式 151,930
 

― ―

発行済株式総数 13,059,330 ― ―

総株主の議決権 ―  128,004 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2018年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社テイクアンドギヴ・
ニーズ

東京都品川区東品川２-３-12  107,000 ―  107,000  0.8

計 ―  107,000 ―  107,000  0.8
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2018年10月１日から2018年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ(E05248)

四半期報告書

 6/16



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,769 5,700

  売掛金 716 1,066

  営業貸付金 2,656 2,526

  商品 219 212

  貯蔵品 65 41

  前払費用 835 864

  その他 888 1,014

  貸倒引当金 △58 △63

  流動資産合計 10,093 11,363

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 33,765 34,464

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △15,114 △16,134

    建物及び構築物（純額） 18,651 18,330

   機械装置及び運搬具 182 182

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △163 △168

    機械装置及び運搬具（純額） 19 14

   工具、器具及び備品 6,018 6,417

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,575 △5,068

    工具、器具及び備品（純額） 1,442 1,348

   土地 11,153 11,156

   リース資産 4,514 4,579

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △852 △1,092

    リース資産（純額） 3,661 3,486

   建設仮勘定 109 162

   有形固定資産合計 35,037 34,498

  無形固定資産   

   のれん 151 129

   その他 735 719

   無形固定資産合計 887 848

  投資その他の資産   

   投資有価証券 31 21

   長期貸付金 338 300

   長期前払費用 342 195

   繰延税金資産 2,743 2,759

   敷金及び保証金 6,757 6,181

   その他 142 153

   貸倒引当金 △347 △348

   投資その他の資産合計 10,007 9,264

  固定資産合計 45,932 44,611

 資産合計 56,025 55,975
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,339 1,823

  短期借入金 1,310 2,450

  1年内返済予定の長期借入金 4,990 5,498

  未払金 2,294 2,024

  未払法人税等 937 831

  賞与引当金 516 289

  店舗閉鎖損失引当金 72 -

  その他 3,135 3,271

  流動負債合計 15,597 16,188

 固定負債   

  長期借入金 12,912 10,612

  長期リース資産減損勘定 149 32

  長期リース債務 3,956 3,801

  資産除去債務 1,219 1,195

  その他 1,053 947

  固定負債合計 19,291 16,589

 負債合計 34,889 32,778

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,264 5,264

  資本剰余金 5,208 5,208

  利益剰余金 10,478 12,572

  自己株式 △215 △218

  株主資本合計 20,735 22,826

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △0 0

  繰延ヘッジ損益 34 27

  為替換算調整勘定 143 128

  その他の包括利益累計額合計 177 155

 新株予約権 7 7

 非支配株主持分 216 208

 純資産合計 21,136 23,197

負債純資産合計 56,025 55,975
 

EDINET提出書類

株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ(E05248)

四半期報告書

 8/16



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

売上高 48,494 50,144

売上原価 18,730 18,558

売上総利益 29,763 31,585

販売費及び一般管理費 27,631 27,723

営業利益 2,131 3,862

営業外収益   

 受取利息 4 3

 受取保険金 - 18

 還付消費税等 - 10

 その他 35 27

 営業外収益合計 39 60

営業外費用   

 支払利息 284 260

 為替差損 5 22

 その他 9 36

 営業外費用合計 299 319

経常利益 1,871 3,603

特別利益   

 固定資産売却益 0 -

 関係会社清算益 31 -

 特別利益合計 32 -

特別損失   

 固定資産除却損 88 -

 減損損失 44 -

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 72 -

 貸倒引当金繰入額 99 -

 賃貸借契約解約損 - 241

 その他 15 19

 特別損失合計 319 260

税金等調整前四半期純利益 1,584 3,342

法人税等 788 1,067

四半期純利益 795 2,274

非支配株主に帰属する四半期純利益 △18 △12

親会社株主に帰属する四半期純利益 814 2,287
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 795 2,274

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 0 0

 繰延ヘッジ損益 7 △8

 為替換算調整勘定 △52 △16

 その他の包括利益合計 △45 △24

四半期包括利益 750 2,250

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 771 2,265

 非支配株主に係る四半期包括利益 △21 △15
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

第１四半期連結会計期間より当社を存続会社として吸収合併したことにより株式会社ブライズワードを連結の範

囲から除外しております。

また、第２四半期連結会計期間において、GOOD LUCK CORPORATION(THAILAND) LTD.を設立したことにより、同社

を連結の範囲に含めております。

また、当第３四半期連結会計期間において、株式会社GENTLEを設立したことにより、同社を連結の範囲に含めて

おります。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)　

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

 

(追加情報)

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分の表示しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

減価償却費 2,197百万円 2,230百万円

のれんの償却額 　48 22
 

 

(株主資本等関係)

１. 前第３四半期連結累計期間(自2017年４月１日 至2017年12月31日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年５月26日
取締役会

普通株式 194百万円 15円 2017年３月31日 2017年６月15日 利益剰余金
 

　
２. 当第３四半期連結累計期間(自2018年４月１日 至2018年12月31日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月25日
取締役会

普通株式 194百万円 15円 2018年３月31日 2018年６月12日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１. 前第３四半期連結累計期間(自2017年４月１日 至2017年12月31日)

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       

 

報告セグメント
その他

(百万円)(注)
合計

(百万円)国内ウェディング
事業

(百万円)

海外・リゾート
ウェディング事業

(百万円)

計
 (百万円)

売上高      

 a.外部顧客に対する売上高 39,946 7,257 47,204 1,290 48,494

 b.セグメント間の内部
   売上高又は振替高

25 59 84 413 498

計 39,972 7,316 47,288 1,703 48,992

セグメント利益 3,511 △36 3,474 132 3,607
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融・クレジット事業、旅行事業、

保育事業等を含んでおります。

 

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

  

利益 金額

報告セグメント計(百万円) 3,474

「その他」の区分の利益(百万円) 132

セグメント間取引消去(百万円) 3

全社費用(注)(百万円) △1,479

四半期連結損益計算書の営業利益(百万円) 2,131
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

EDINET提出書類

株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ(E05248)

四半期報告書

12/16



 

２. 当第３四半期連結累計期間(自2018年４月１日 至2018年12月31日)

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       

 

報告セグメント
その他

(百万円)(注)
合計

(百万円)国内ウェディング
事業

(百万円)

海外・リゾート
ウェディング事業

(百万円)

計
 (百万円)

売上高      

 a.外部顧客に対する売上高 41,376 7,627 49,003 1,140 50,144

 b.セグメント間の内部
   売上高又は振替高

29 27 56 468 525

計 41,405 7,654 49,060 1,609 50,670

セグメント利益 5,233 39 5,272 203 5,476
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融・クレジット事業、旅行事業、

保育事業等を含んでおります。

 

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

  

利益 金額

報告セグメント計(百万円) 5,272

「その他」の区分の利益(百万円) 203

セグメント間取引消去(百万円) 3

全社費用(注)(百万円) △1,616

四半期連結損益計算書の営業利益(百万円)  3,862
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

   １株当たり四半期純利益金額 62円84銭 176円63銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 814  2,287

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ―  ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(百万円)

814 2,287

   普通株式の期中平均株式数(株) 12,954,303  12,952,490
 

(注) 　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載し

ておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2019年２月13日

株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 秋　　山   高　　広 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 成   田   孝   行 印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テイク

アンドギヴ・ニーズの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2018年10月

１日から2018年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ及び連結子会社の2018年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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